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研究は,社会学の分野において積極的に行われてきた [鯵坂 1994,1995,1997,小林 1986,
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兼ねたものとしての ｢講書曽｣や ｢演説曽｣をあげ,最後に ｢農村娯楽中で特に奨励したい｣




人 文 学 報
この娯楽に ｢郷土垂術｣としての踊りを提唱するのが教員の左伝豊-である｡ 彼もまた,
｢農村に娯楽がない｣ことが農村の人口流出の一因であるとして,その振興を訴えている｡12




しめ弘めたらよい｣と提案している｡ ここでは,既存の ｢盆踊｣や ｢祭り｣だけでなく,新た
な ｢娯楽/聾術｣を模索する視点が明確となっている｡
このような呼びかけは,地域の集団において,部分的にではあるが現実のものとなっていく｡
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このような視点から,13章の ｢教育｣に関する部分を抜粋してみよう｡
明治九年三月五十洲に五十洲小学校設置し,五十洲 ･吉浦 ･矢徳 ･小杉 ･中谷内 ･大
瀧 ･鵜山 ･六郎木を以て通学匝域とす｡同十五年学事通則聾布に依り,学匠を定められ,

























この章の小節は,気質 ･信仰 ･衣服 ･食物 ･住居 ･言語 ･仏事 ･祭礼 ･迷信 ･年中行事 ･共同










































定できる｡それは ｢過去｣を確定しようとする ｢現在｣の力学に他ならない ｡ 例えば番場氏と
百成大角間との ｢特殊の密接なる関係｣は,そのようなものとして理解できる｡逆に言えば実
際の社会状況において,それらの関係を保証する根拠や具体的な理由は存在しないのだろう｡














しかし, これらの ｢文明/文化｣ に対する眼差しが,都市と故郷では,大きく食い違うこ






会津は,｢都会文化｣ と ｢田舎文化｣を ｢社会生活上における二大対照｣と位置付け,前者




































いは個人主義を助長するような ｢文化｣であり ｢文明｣なのである｡ このようなニュアンスを
込めて ｢文化/文明｣ が使用される時は,多くの場合,否定的な含意をそこに見ることがで
-115-
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1) 本稿が対象とする七浦小学校の同窓会誌は,戟後になってから 『同窓会誌 しっら』(34号よ
り)と名称を変えているが,戦前においては,単に 『同窓会誌』と呼称していた｡そこで本稿で
は,会誌の名称を明確に示す場合には 『同窓会誌』と記すことにしている｡
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